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『今こそ、やれることを着実に！』 

2 学年主任  松田 大樹      

 

2 学年の始まりです。５０名全員２学年に進級し、本当に素晴らしいスタートを切れた

と思います。新型コロナウィルスの影響で先の見えない中のスタートとなったこともあり

ますが、まずは２学年が始まりました。今年度もよろしくお願い致します。 

１年前に、高校生活・人生の土台作りをしていきましょうとみなさんにお伝えしました。

その先には、『共感・認め合う力』が身につくことを目指すと宣言しました。さて、１年を

通してさまざまな経験や体験をし、高校生活を送りながら身についたかどうか、確認して

みてください。新２年生５０名、１年を通して成長を遂げた人はたくさんおります。嬉し

い限りです。いろいろな思いを抱きながら自分なりの解決方法で乗り越えることができた

人、さまざまなことを経験しながら周りの協力や助けを借りて乗り越えることができた人

など、それぞれの乗り越える方法を身につけながら一つ一つ階段を上ってきたのかなと思

います。自分のことで精一杯なのに、他人のことも考えてくれる人がたくさんいる学年で

本当に嬉しく感じます。１年生の時の目標であった認め合う力を継続し、人間的にますま

す大きくなっていくことを期待します。 

２月末からの休校措置の影響でいつ普通の学校生活に戻れるのだろうか…本当に先の見

えない状況が続いております。新型コロナウィルス恐るべしです。鶴岡でも酒田でも感染

者が出て、身近なものとなり、見えない恐怖と戦っているようです。最近では、若い人た

ちの感染が目につくようになってきました。世の中の状況がいつ終息に向かうのか、世界

の状況はいつ終息していくのか、全く予想もできない状況です。これだけの猛威を振るう

とは考えつきませんでした。とにかく気をつけることしかできません。 

約２か月の間、学校が臨時休校となっています。ようやく学校が始まるかと思ったら５

月連休の１０日まで再度休校が延びます。今現在の予定ですが、今後の動向次第ではまた

変更もあるかもしれません。何はともあれ、私たち一人ひとりの細心の注意が必要という

ことは間違いないようです。早く普通の学校が始まり、普通の生活ができるようになって

欲しいという気持ち、早く新型コロナウィルスが治まって欲しい気持ち、早くみんなが安

全で不安のない活動・行動ができる生活になっていくように祈っています。 

今年度は、いろいろと予期せぬこともあり、計画が変更していく可能性が多々あると思

われます。こういう世の中だからこそ、できること、しなくてはいけないことがあるよう

に思います。そんな中でも、みんながそれぞれの力をしっかりと発揮できるように学年・

職員一同でサポートし、精一杯応援していきますので、よろしくお願い致します。何かあ

りましたら、遠慮なくご連絡いただければ幸いです。 

 
 



 

 

 

 

  

 

        

よろしくお願いします 
  

                            

 

 

今年度は、学年付が２名の学年団となりました。１年の時からの持ち上りが５名となり

ます。みなさんのことをよく知っている先生方がそのまま持ち上がるので助かります。そ

して、新たに小松 治先生がＡ組副担任として、冨樫 智子先生が学年付として学年団に

入ることになりました。お二人の先生方、よろしくお願いいたします。 

このような学年団で２年生を送ります。保護者の皆さまにもお世話になると思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 
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